
業界特有の長時間労働から脱却し、
　経営理念をもとに社員が幸せになる会社づくりを実践

歌舞伎舞台・多彩な演劇舞台、イベント空
間やテレビ番組セットなどのデザイン・ 設
計・ 大道具、美術製作・ 設営、施工管理・ 
装飾を行っています。長い歴史を刻みなが
ら、今もなお伝統を守りつつ時代に合わせ
た創造を続けています。

：1964 年
：東京都中央区新富 2-8-1 キンシビル
：2000 万円
：195 名

業界特有の長時間労働や、早朝深夜の作業も多く過重労働が続く。しかも売上第一主義。働きすぎで
体調を崩す社員を守るため、金井大道具株式会社は働き方の対策をいち早く講じました。どのような
取り組みで会社と社員を守っているのでしょうか。管理本部 経営管理グループの鴨志田課長にお話を
伺いました。

①長時間労働・深夜残業を当たり前と考える風土からの脱却
②理念を共有することによる社員の意識変化
③働く上でのこころとからだを第一と考える

社員が健康でやりがいをもって
働ける環境を作りたい

会社の利益を「人」
に投資していこう
と考え、働き方改
革から社員の健康
管理まで、さまざ
まな取り組みを
行っています。

管理本部 経営管理グループ  課長
 鴨志田 愛

　 理念を共有して社員の気持ちを一つに
社内にどのような問題があったのでしょうか ?

大道具を製作する会社なので、テレビ局から夜中に発注が来たり、打ち合わ
せをしたりして、長時間労働や時間外労働が多くなりがちでした。百貨店な
どのイベント設営は、閉店後から翌日の開店までの時間に仕込まなければな
りませんし。この業界だから仕方がないと思いながらも、負担を感じていた
社員は多かったと思います。

会社に変化が訪れたのは？
社長である金井が「働き方の見直し」をいち早く考えたことが大きな変化でした。働き方改革で業務の効率化
の見直しを重要視したので、その働き方改革を経営理念に落とし込めないかと考えていました。社員全員に意
識をもってもらおうと経営計画を発信したり、新たに理念を掲げたりと試行錯誤を繰り返しました。このよう
な行動で、一番は社長の意識がどんどん変化していったことが大きなきっかけとなったのではないでしょうか。
ただ当初、社員はあまりピンとは来ていませんでした。しかし、社長の熱意と行動により、社員はだんだんと
自分のこととして考えるようになりました。私はちょうどそんな変革の時期に身を置いていたということもあ
り、経営管理グループに所属する者として何をすれば社員が働きやすい企業だと思うのか、など日々考えるよ
うになりました。
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金井大道具ではこのような活動の他にも、ここで働く魅力の一つとして健康面のサポートを積極的に行って
います。社長自らが、メンタルヘルスマネジメントの勉強を始め、Ⅰ種の検定試験に合格しました。健康管
理の必要性を改めて実感し、業界特有の働き方を改善して、健康経営を打ち出しています。

理念浸透とは、企業が掲げるビジョンやミッションを社内全体に浸透
させることです。社員に長く愛される企業であり続けるためには
「理念浸透」が欠かせません。
企業理念や経営理念を浸透させることで、エンゲージメントや
パフォーマンスの向上も期待できるでしょう。

　理念浸透の重要性

　 独自のキャラクター作りで団結力を
また小さなことではありますが、金井大道具には、ゆるキャラがいま
す。部署ごとにわかれていて、その名も「KANAI レンジャー」。
このキャラクターのおかげで、どの部署がどのような業務を担当して
いるのかがわかりやすくなりました。例えば「ズノー」というキャラク
ターがいますが、これはプロジェクトチームの公式キャラクター。道
具やスケジュールなど、金井大道具の頭脳 ( ブレイン ) という役割を
担っています。

このように、それぞれのキャラクターで各チームの特色を紹介してい
ます。部署が違うと、なかなか他の部署が何をしているのか見えない
ものです。こちらは忙しいのにあの部署は何をしているのだろうとか、
業務内容が明確になれば会社全体で仕事をしているという気持ちが生
まれますので、以前よりも団結力が高まりました。とにかくあらゆる
情報共有を社員みんなで楽しくしています。このように一つ一つのク
オリティが高いのは、製作会社ならではですね。逆にこのような活動
が会社のいい PR にもなっています。

　 社員のこころとからだの健康づくり
どのように健康管理をしているのですか？

かつては、メンタル面の問題から不調をきたす社員も多いという現実があり
ました。そこで、働くうえでこころとからだが第一だと考え、定期健康診断
はもちろん、事後措置として血液検査を会社負担で実施しています。ストレ
スチェックや健診、面談など、必要に応じたサポートや、また衛生管理にも
努めています。さらに、健康だよりを発行することで、受診そのものを促す
ような発信も行っています。また新ルールとして健康維持に寄与する治療や
マッサージなども福利厚生の範囲内としています。社員が自ら健康への意識
を高めてくれたらという思いがあっての取り組みです。

「自社のような製作業はとくに、体に負担をかける業務内容も多いので、普段
から自分の体と向き合ってケアをしながら過ごしてほしいですね。」と鴨志田
課長と一緒に人材育成を担当している米田課長。

「健康だより」

管理本部 人材育成グループ  課長
 米田 晋吾



同じベクトルで進んでいる感覚が生まれる
という声をいただいています。あとは、や
はり「何かを作ること」に興味がある人が
多いので、理念の共有も製作に関連付ける
ことで、楽しみながら前向きに取り組める
ようです。

好きなことほど率先してやりたいと思える
のが人なので、物づくりをしながら理念へ
の理解を深めることで、理念浸透のスピー
ドも上がってくると感じています。

MessageMessage

　 好きなことを共有している感覚
理念の共有で社員の皆さんに変化はありましたか？

今まさに社員に対して取り組みへのヒアリングを実践している最中で、社員一人ひとりの本
音を聞き出しています。会社の利益は「人」が生み出すものです。いかに働きやすくやりが
いをもって心身ともに健康に業務に励んでいくべきか試行しています。金井大道具は、働く
社員の声に耳を傾け、寄り添い、心理的安全性の高い職場づくりを目指していきます。

小さな取り組みを丁寧に実践することで、働きやすい会社になり離職率も低下しました。何
より社員の製作意欲と団結力が増して元気になりました。売上も大切ですが、社員を想い、
こころとからだの健康を大切にすることが、生産性向上と利益確保につながります。人のや
る気が生み出す力は計り知れません。今後も社員のモチベーションを保つべく、さまざまな
取り組みを実践していきます。

会社が明るくなって生産性も向上

令和 5年度中小企業人的資本経営支援事業




